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米

軍

の

死

傷

者

數

が

日

本

軍

の

そ

れ

を

上

囘

つ

た

唯

一

の

戰

鬪

、

硫

黄

島

戰

。

今

も

ア

メ

リ

カ

で

は

、

そ

の

未

曾

有

の

激

鬪

の

有

樣

が

書

物

や

映

畫

に

よ

つ

て

語

り

繼

が

れ

、

先

人

の

「

平

凡

な

ら

ざ

る

剛

勇

」

が

稱

へ

ら

れ

る

。

し

か

る

に

日

本

で

は

、

名

將

「

栗

林

忠

道

」

の

名

前

す

ら

忘

れ

去

ら

れ

て

久

し

い

…

…

。「

ア

メ

リ

カ

と

だ

け

は

戰

ふ

な

」

、

さ

う

主

張

し

續

け

た

帝

國

陸

軍

屈

指

の

知

米

派

栗

林

が

、

皮

肉

に

も

米

海

兵

隊

の

大

軍

を

硫

黄

島

に

於

て

迎

へ

撃

ち

、

壯

烈

な

戰

死

を

遂

げ

る

迄

の

實

に

見

事

な

生

涯

を

辿

り

つ

つ

、

昔

も

今

も

變

ら

な

い

日

本

人

及

び

日

本

文

化

の

宿

命

的

弱

點

を

容

赦

無

く

剔

抉

す

る

、

ア

メ

リ

カ

文

学

者

に

よ

る

異

色

の

栗

林

中

将

論

。
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昭

和

二

三

年

　

宮

城

県

仙

台

市

生

昭

和

四

六

年

　

早

稲

田

大

学

第

一

政

経

学

部

　

　

　

　

　

　

政

治

学

科

卒

業

昭

和

五

二

年

　

早

稲

田

大

学

文

学

研

究

科

　

　

　

　

　

　

英

文

科

博

士

課

程

中

退

現

在

　

　

　

早

稲

田

大

学

文

学

学

術

院

教

授

　

　

　

　

　

ア

メ

リ

カ

文

学

専

攻

第

一

章

　

忘

れ

ら

れ

た

栗

林

中

将

ア

メ

リ

カ

を

象

徴

す

る

硫

黄

島

記

念

碑

／

日

米

い

づ

れ

劣

ら

ぬ

勇

敢

極

る

献

身

／

忘

れ

去

ら

れ

た

栗

林

中

将

／

時

世

の

在

り

様

で

変

る

行

動

／

事

大

打

ち

こ

は

し

思

想

と

積

極

的

健

忘

症

／

日

本

人

は

「

ゴ

ム

人

形

」

／

南

部

人

フ

ォ

ー

ク

ナ

ー

の

言

葉

／

人

間

に

関

す

る

普

　

的

真

実

／

自

己

批

　

こ

そ

道

徳

的

／

美

徳

の

宝

庫

、

大

い

な

る

口

実

／

真

実

を

追

ふ

狩

人

の

伝

統

／

勝

者

も

敗

者

も

哀

れ

な

裸

の

二

足

獣

／

忘

れ

て

な

ら

ぬ

敗

者

の

見

事

第

二

章

　

知

が

力

と

な

ら

ぬ

文

化

栗

林

と

ス

ミ

ス

の

個

性

の

激

突

／

合

理

精

神

の

論

理

の

糸

／

全

滅

し

て

も

敗

北

は

な

い

／

二

つ

の

敵

／

敵

を

知

る

者

と

知

ら

ぬ

者

／

全

て

を

主

観

的

に

見

る

伝

統

／

日

米

国

力

の

隔

絶

を

痛

感

／

独

往

邁

進

主

義

へ

の

急

激

な

傾

斜

／

力

が

活

か

さ

れ

な

か

つ

た

知

米

派

／

知

る

者

を

排

撃

す

る

風

潮

／

人

の

未

だ

嘗

て

思

は

ざ

る

所

を

思

ひ

／

爆

発

せ

ん

ば

か

り

の

怒

り

第

三

章

　

吾

人

将

校

ノ

覚

悟

軍

人

勅

　

の

近

代

的

メ

ッ

セ

ー

ジ

／

明

治

の

軍

人

と

昭

和

の

軍

人

／

軍

閥

抗

争

史

に

無

縁

／

死

に

至

る

迄

の

「

將

校

ノ

覺

悟

」

／

部

下

達

の

記

憶

に

残

る

栗

林

／

奇

蹟

的

な

迄

の

強

烈

な

統

率

／

人

事

に

ま

つ

は

る

恐

る

べ

き

弊

風

／

軍

中

央

は

前

線

の

実

情

と

　

離

／

滅

ぶ

べ

く

し

て

滅

び

た

帝

国

陸

軍

／

最

悪

の

事

態

を

想

定

す

る

西

洋

文

化

／

我

々

は

蟻

の

門

人

／

本

来

の

任

務

の

自

覚

／

忘

れ

ら

れ

た

日

本

人

／

「

邦

家

ノ

将

来

」

は

「

我

等

ノ

双

肩

」

に

第

四

章

　

日

本

近

代

の

本

当

の

姿

硫

黄

島

を

訪

ね

て

／

最

後

ノ

一

瞬

迄

戦

闘

ヲ

続

行

セ

ン

ト

ス

／

フ

ォ

ー

ド

Ａ

型

と

最

新

の

キ

ャ

デ

ラ

ッ

ク

／

凄

じ

き

肉

薄

戦

闘

／

日

本

近

代

の

本

当

の

姿

／

騎

兵

廃

止

論

／

吉

橋

徳

三

郞

の

自

決

／

本

格

的

近

代

化

を

沮

む

も

の

／

撮

み

食

ひ

の

西

洋

理

解

／

悲

劇

を

祖

国

教

育

の

真

の

機

縁

に

第

五

章

　

二

つ

の

自

己

認

識

の

相

剋

皇

室

中

心

主

義

と

栗

林

／

我

等

ハ

国

民

ノ

儀

表

ナ

リ

／

国

柄

へ

の

自

信

／

二

つ

の

自

己

認

識

の

相

剋

／

哀

し

く

も

人

間

ら

し

い

美

し

い

日

々

／

戦

争

と

い

ふ

試

煉

の

熱

鉄

／

自

我

よ

り

も

宿

命

の

子

供

／

民

族

の

深

部

に

根

差

し

た

現

象

／

硫

黄

島

守

備

隊

最

後

の

奮

戦

／

全

将

兵

ニ

告

グ

ル

命

令

／

「

屍

を

敵

に

渡

す

な

」

と

自

決

早

稲

田

大

学

文

学

学

術

院

教

栗林直筆繪手紙
推

薦

の

辭

＝

松

原

正

先

生
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